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2021年度の連携・協働活動の進捗状況

【目 次】
１．２０２１年度のスケジュール・・・・・・・・・・・・・ P２
２．つばさ北小学校（１）～（２）・・・・・・・・・・・・ P３
３．東京デザイン専門学校・・・・・・・・・・・・・・・・ P５
４．本田航空（株）の維持管理作業の報告・・・・・・・・・ P１２
５．マーケットリサーチの協議結果・・・・・・・・・・・・ P１６

資料－4

第４４回 維持管理・環境管理専門委員会
２０２1年１０月２６日



１．２０２１年度のスケジュール

●前回報告（６月４日）からの進捗について報告します。
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月 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

マーケット
リサーチ

20日(火)：アリ
オ上尾
22日(木)：A高
校

21日(金)：川島町
26日(水)：O市理
科・環境教育研究部
会

15(木)：S財団 9日
：エコプロ2021

協
働

・

連
携

学
校
関
係

つ
ば
さ
北

小
学
校

10日(月)： 環境学習
①

12日(水) ：環境学習
②

22日(火)：環境学習
③

13日（月）：
環境学習④

●：環境学習④⇒
⑤

（サクラソウ移植
等）

桶
川
西
高
校

29日（祝・木）
かわじまはるか
ぜウォーク
（中止）

23日（土）
（予備日24日（日）
秋イベント：科学部･
放送部協力依頼

23日（祝・火）
：川島町農業商工

祭（中止）

東
京

デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校

26日(水)：事前打合
せ

15日(火)：オリエン
テーション

6日(火)：成果
発表

23日（土）
（予備日24日（日）
秋イベント：成果反映

表彰式

NPO・
民間企業
等

６日：本田航空（除
草）

13・18日
：本田航空（除
草）

16日
：(公財)サイ
サン
環境保全基金
助成申請

24日
：アリオ上尾
25日
：本田航空（除
草）

4日：本田航空（除
草）
8日：アリオ上尾（チ
ラシ設置）
20日
：埼玉県高校生物研究
会

11日：
大和ハウス（予備
日12日）

適宜実施

●本田航空（株）に上池の通路沿いの一部と中池②チガヤ群落を7月と10月の年2回除草していただきました（p12～14参照）。
●アリオ上尾において、秋イベントのチラシ設置及び太郎右衛門の場所の紹介を実施していただきました。

※今後、協働・連携は、新型コロナウイルスの感染状況を考慮して、おおよそ１週間前を目安に実施の判断をしていきます。

■チラシ設置及び太郎
右衛門の紹介状況

床に設置の地図に場所の紹介



２．つばさ北小学校（１）

 『荒川の草花を育てようプロジェクト』に参加している学校の児童が、太郎右衛門自然再生地の自然に対して一層の理解を深めることがで
きるように、現地で３回目の環境学習を、下記の日程で実施しました。

６月２２日（火）9：45～1２：1０ 水生生物観察と自然を守る体験

自然再生地で水生生物観察と自然を守る体験（外来植物除去）の体験活動を行いました(参加児童数１７名)。

時 間 内容

9:45 バス 八ツ保公民館→自然再生地駐車場（中池）

10:00
■オリエンテーション
・開会挨拶・スタッフ紹介
・プログラムの流れと注意点

10:1０ 徒歩移動（駐車場→自然再生地（中池））

10:２０

■体験活動①「水生生物観察」
・自然再生地の見学と旧流路の解説
・びんどうの回収、観察
・びんどうに入った生物のうち、主だった種を解説

11:10

■体験活動②「自然を守る体験」
・オオブタクサ、セイタカアワダチソウの見分け方や

抜く理由を説明
・オオブタクサの芽生え、セイタカアワダチソウの引

き抜き

11:30
■記念撮影
■閉会挨拶

11:35 徒歩・バス移動（自然再生地（中池）→学校）

【 対 応 者 】堂本委員長・荒木委員・事務局（３名）

【スケジュール】

はじめの挨拶

植物についての解説

びんどうの回収

水生生物観察

外来種の引き抜き作業 記念撮影

【 実 施 状 況】
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２．つばさ北小学校（２）

 『荒川の草花を育てようプロジェクト』に参加している学校の児童を対象に、太郎右衛門自然再生に必要な荒川の草花のたねの確保に向け
て、4回目の環境学習を下記の日程で実施しました。

9月13日（月）13：05～13：50 荒川の草花の株分け・移植

つばさ北小学校で荒川の草花の株分け・移植の体験活動を行いました(参加児童数１７名)。

時 間 内容

13：05

■オリエンテーション
・開会挨拶・スタッフ紹介
・（説明）荒川の草花プロジェクトの復習
・（観察）荒川の草花の観察
・（説明）たねの取り方、保管の仕方

13：15
■説明 株分けをする理由と方法
・荒川の草花の株分けを行う理由
・株分けの方法について

13：20
■体験活動「荒川の草花の株分け・移植」
・プランター内の株を掘り取る。
・掘り取った株を花壇に移植する。

13：50
■記念撮影
■閉会挨拶

【 対 応 者 】堂本委員長・事務局（3名）

【スケジュール】

はじめの挨拶

掘り取り

オリエンテーション

草花の観察

移植作業 記念撮影

【 実 施 状 況】
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３．東京デザイン専門学校
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2021年6⽉15⽇ オリエンテーション 2021年7⽉6⽇ 成果発表

●テーマ ：デザインによる問題解決 ～デザインの力で「荒川太郎右衛門自然再生地」の価値を高める～

●課 題 ：「2021年秋イベントの企画デザイン」

●受講者 ：東京デザイン専門学校ビジュアルデザイン科３年生Aクラス１８名、Bクラス１７名 計３５名

●当該講義 ：70分授業×2コマ×全11回 計1,540分

※昨年は個人課題としていました。今回は、昨年の履修後アンケート結果を踏まえ、グループワーク形式で行われました。

●授業期間 ：第１期後半：６月１５日（オリエンテーション）～７月６日（成果発表）、表彰式：11月頃（未定）※現地視察はナシ



３．東京デザイン専門学校
●課題は「2021年秋イベントの企画デザイン」で、各クラス3～４名の５グループ（計10グループ）で取り組んでもらいました。

■学生に与えられた「課題設定」
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クラス 番号 提案タイトル 評価結果

A ０１ たろうえもんグラファー ̶

A ０２ いきものカードあわせ 優秀賞

A ０３ カワラナデシコとタイムカプセル ̶

A ０４ 荒川探検隊 優秀賞

A ０５ まぼろしのいきものをさがせ︕ 優秀賞

３．東京デザイン専門学校
●２０２１年７月６日（火）に「荒川太郎右衛門自然再生事業のプロモーション」を題材とした課題の成果発表会が実施されました。

●Aクラス：５作品、Bクラス：５作品の計１０作品について学生たちから提案がありました。

●協議会からは、堂本委員長に加えて協議会運営事務局４名、計５名が参加しました。

●評価方法は、①アイディア ②デザイン ③企画 ④実現性（協議会における活用）の４項目により課題を評価し、採点方法は

５段階評価で２０点満点としました。

●評価・選考の結果、１０作品の中から、計６作品を表彰対象（最優秀賞１作品［採用提案］、優秀賞４作品、特別賞１作品）としました。

2021東京デザイン専門学校・荒川太郎右衛門地区自然再生事業プロモーションの評価結果（案）
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クラス 番号 提案タイトル 評価結果

B ０１ 秋のたろうえもん祭り 優秀賞

B ０２ 荒川⾃然⼤発⾒レース 特別賞

B ０３ 荒川クリーン⼤作戦 最優秀賞

B ０４ たろたろアドベンチャー ̶

B ０５ たろえもんBINGO ̶



３．東京デザイン専門学校
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■Aクラス

いきものカードあわせ 荒川探検隊 まぼろしのいきものをさがせ

優秀賞



３．東京デザイン専門学校
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■Bクラス

秋のたろうえもん祭り 荒川自然大発見レース 荒川クリーン大作戦

優秀賞 特別賞 最優秀賞



2021東京デザイン専門学校・荒川太郎右衛門地区自然再生事業プロモーション提案の選考結果（案）

３．東京デザイン専門学校

提案タイトル 概要 賞 選考理由

荒川クリーン⼤作戦 刈り取った外来種を利⽤して、草⽊染めを体
験する企画 最優秀賞

参加者に外来種植物の駆除を体験してもらうことで、⾃然を守る活
動に直接つながる企画であり、刈り取った外来種を染物の原料にす
る視点が評価できる。また、ポスターのテイストが今まで協議会が使
⽤してきたものには無い新しいデザインである。

いきものカードあわせ 動植物のヒントが描かれた１枚のカードを元に、
ペアになるもう1枚のカードを探す企画 優秀賞

動植物が実際に⽣息する場所をヒントにカードを探すため、楽しみ
ながら⽣物について知ることができる企画である。いきものカードは⼤
⼈もコレクションしたくなるような、親しみやすく可愛らしいデザインであ
る。

荒川探検隊
モンスター化した在来種・外来種のパネルを探
し出し、QRコードからモンスターの情報を得な
がら、図鑑を完成させる企画

優秀賞
外来種と在来種のキャラクターデザインが優れている。それぞれの名
前をモチーフに作られているため、その⽣き物を知らない⼈でも覚え
やすく、親しみを感じることができるデザインである。

まぼろしのいきものをさがせ︕ ⽣物と点数が描かれたパネルを探し出し、点
数の合計点を競う企画 優秀賞

秋のイベントで⾒られる⽣物が限定されてしまう課題に対して、パネ
ルにするという⽅法で課題解決している点が評価できる。
またリーフレットやデジタルサイネージもシンプルでわかりやすいデザイ
ンである。

秋のたろうえもん祭り
４つのゲームが体験できる屋台を出し、楽し
みながら荒川太郎衛⾨について知ってもらう企
画

優秀賞

４つのゲームで⾃然再⽣地に⽣息する⽣き物を網羅できるようバラ
ンスよく構成されている点が評価できる。また、⼈が集まりやすい「お
祭り」をコンセプトとすることで、⾃然再⽣地の認知拡⼤につながる
企画である。⼩学校の出張授業やショッピングセンターでの出店など
の活⽤が期待できる。

荒川⾃然⼤発⾒レース 探索をしながらミッションに挑戦し、ゴールする
までの速さを競う企画 特別賞

ミッションを進めていくと、⾃然再⽣地の探索もできるよう⼯夫された
企画である。また、表彰状のクオリティが⾼く、参加者に喜ばれるデ
ザインであり、他の場⾯での活⽤も期待できる。
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○今後の進め方（案）

○スケジュール（案）

項目 R3年6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R4年1月 2月 3月

東京デザイン
専門学校

プレゼン
テーション
［15日］

成果発表
[6日]

評価結果
（案）報告

秋イベント
[23日（予
備日24
日）]

履修後
アンケート

表彰状・感
謝状贈呈

荒川太郎右
衛門地区自
然再生協議
会

秋イベント
[23日（予
備日24
日）]
◇維持管
理・環境管
理専門委
員会（２６
日）

◇維持管
理・環境管
理専門委
員会

◇運営委
員会
◇協議会

◇維持管
理・環境管
理専門委
員会

３．東京デザイン専門学校
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• イベント終了後の1１月に東京デザイン専門学校へ出向いて、【表彰状・感謝状贈呈】を予定しています。

• 感謝状は浅枝会長名で贈呈します。

• 最優秀賞、優秀賞、特別賞のほかにも活用させていただきたい企画やデザインがあるため、学校と相談の上、協議会の活動に活用
させていただきたいと考えています。

• 来年度も東京デザイン専門学校との関係性を継続し、連携した取り組みを実施していただけるよう、連携内容（テーマ）について
学校と意見交換を重ねていきたいと考えています。具体的には、①自治体との連携企画、②近隣商業施設との連携企画、③自然再
生地の魅力をアップするデザイン企画など、考えられます。そのほかアイディアを募ります。

採用企画実施に向けて打ち合わせ
次年度の取り組みついて意見交換



●６月６日（日）に上池モトクロス場跡地Aにて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

４．本田航空（株）の維持管理作業の報告
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上流側入り口付近

作業前 作業後

通路内の様子① 通路内の様子②

下流側入り口付近

作業前 作業後

作業前 作業後 作業前 作業後

上池
作業範囲



●7月13日（火）と7月18日（日）に中池広場にて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

４．本田航空（株）の維持管理作業の報告

13

中池広場の作業前（7月13日(火)） 中池広場の作業後（7月１８日(日)）

中池 作業範囲
荒川の草花の植栽箇所
※植栽箇所がわかるよう、

事前に協議会にて
マーキングを実施しました。



● 9月25日（土）に上池モトクロス場跡地Aにて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

４．本田航空（株）の維持管理作業の報告
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上流側入り口付近

通路内の様子① 通路内の様子②

下流側入り口付近

作業前 作業後 作業後

作業前 作業後 作業前 作業後

上池
作業範囲



● １０月４日（月）に中池広場にて本田航空（株）の協力による草刈りが実施されました。

４．本田航空（株）の維持管理作業の報告
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中池広場① 中池広場②

中池広場③ 中池通路

作業前 作業後 作業前 作業後

作業前 作業後 作業前 作業後

中池

作業範囲



５．マーケットリサーチの協議結果
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●前回報告（６月４日）からの進捗について報告します。

日時 団体名 対応者 協議結果

9月24日(金)
アリオ
上尾

委員長、
事務局

・過年度までに協議会と東京デザイン専門学校との連携協働により企画提案いただいたコンテンツ
「たろえもんの冒険（迷路）」、「プロモーション動画・広報パネル」、「荒川灯ろうまつり」た

ろえもんを灯せ」の活用及び「太郎右衛門自然再生地」のギャラリートークの実施を提案し、基本
的には全て実施できるとなった。

・実施時期は11月が有力候補で、内容によっては1月でも実施できるかもしれない。
・次年度、協議会とコラボし、現地で催しを行うことも可能。資金面の提供もできる。そのためには、

年内に協議ができるとよい。なお、その場合、販売促進費からの支出となるため、想定する参加者
数が重要となる。参加者数も需要だが、イベントの目的、内容（内容は未定のため今年度実績でよ
い）、効果はきちんと説明してもらいたい。

10月20日
(水)

埼玉県
高校生物
研究会

委員長
・参加者に対して、自然再生事業の紹介アンケートを配布した。
・アンケート結果は、後日FAXでの返信に設定した。

7月15日
(木)

S財団

委員長、
事務局

・モニタリング期間が終わったのちの自然再生の活動のイメージについて確認したい。
・協定締結後の保全管理の活動について1回目は200名ほどの参加者が訪れることもあるが、2回目

は数名であったこともあり差がある。目的は、あくまで自然の管理への参加だが、加盟店の方々に
継続的に参加してもらうための工夫が必要である。

・常設されたトイレを望まれる方も一部いるので調整している。

10月20日
（水）

事務局
(電話)

・９月の理事会で、7月に提示された計画については了承された。
・最終判断は、年度内（２月末まで）に事務局長が判断する。インフラなどが判断材料になると思わ

れる。
・協定締結後は、11月、２月の年２回に現地活動をするイメージでいる。
・11月末までに、現時点での10年間の具体の計画※を提示してもらいたい。

※維持管理の時期・内容・参加規模と先だって提出してもらった10年間の計画で、仮に事務局の
荒川上流河川事務所が手を引いた場合どうなるのかを示してもらいたい。

・11月下旬まで、現地活動が続くため、12月上中旬に今後にむけた具体の協議が
できればと思う。


